
今回の作業を担当してくれたのは横 田 功さん。自

動車整備歴38年というベテランです。取材 日は春

先だけれど汗が出るほどの暖かい1日 でした。

TAREtt ENGINEERING製スタビリンクロッドは

ビロ式、しかもアジャスト可能なものでした。今回は

ノーマル車高を想定してアジャストすることに。
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スタビライザーから夕ヽしたスタビブッシュがこれも縦

方向に変形してしまっています。クリアランスが大き

くなるとコトコト音の原因になったりもします。

まずはエンジン下とミッション下それぞれに付くアン

ダーパネルをタトしてしまいます。

今回交換したポルシェ純正

のアッパーマウント(写 真

上)とスタビブッシュ(同右

下)。 写真左下がアメリカ

のTARETT[NGlNEERI
NG製スタビリンクロッド。
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ダンパーをビルシュタインに交換し、

ブレ…キキヤリバ…のOHも終了。

いよいよ本格的に走る体制が整つてきた964カプリオレ。

今回は足回りのブッシュ類のリフレッシュに着手。

まずはリアのスタビブツシュとスタビリンクロツド、

そしてリアサスのアッパーマウントを新品に交換した。
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元々付いてヽヽたスタビリンクElッ ドをスタビライザー

から外しますёスタビリンクロッドのゴムブッシュが劣

化すると、こちらも異音の原因になります。

スタビリンクロッドとスタビブッシュをカバーするブラ

ケットのボルトを左右ともにタトし、リアスタビライザー

をタトしてしまいます。
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ボディヘの装着はアンパ~側のボルト穴を確認し

つつ、ロア側の取り付け位置を確認する必要があ

るため、ふたりで作業を行います。

外れたアンパ~マウントがこれ。このように取り付け

穴もイ扁′さしてしまってしヽました。

ポルシェ純正のアンパ~マ ウントをビルシュタイン製

ダンパーに装着しました.

同様にエンジンルーム向かって右側にあるエアクリ

ーナーも外します。これらの補器類を外さないとリア

ダンパーのアンパ~取り付け部が見えないのです。

ここまでやってようやくダンパーASSYを 外すことが

できます。

スタビライザー

`こ

TARETT ENGINEERING製 ス

タビリンクロンドを左右ともに固定し、ボディヘと組

み付けます。

滑りをよくするためにスタビブッシュの内側にシリコ

ーンフレープを塗布した後、スタビブッシュをスタビラ

イザーに装着。フラケントで固定します。

次にダンパーのアッパーマウントを新品に交換しま

す。ますはエンジンルーム向かって左側部分からヒ :

ナガセ自動車
本店:新車中宙車センター

名古屋市中川区昭和橋通633
te:052-361‐ 6270
サービスエ場
名古屋市中川区昭和橋通633
te 052-361-6271

飛島店
海部郡飛島村大字梅之郷字宮東9番

te 05675-2-1300

ナガセ自動車は、ヒュンダイ、三菱自動車、メルセ

デス ベンツ、BMW、 ポルシェなどの新車・中古車
販売と自動車修理、自動車保険、板金、塗装など
様々な商品とサービスを提供しているプロションプ。
国道1号線を名古屋方面から蟹江方面に向かい、
庄内川約2km手 前の国道線沿いの北償1。「ナカ
セ自動車Jの 大きな看板が目印.サ ービスエ場は
一本北側の道沿いにある。
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外1ン たエンジンフレーム内のエアク|リ ーーナーボンクス :

タイヤを装着し、異音などが発生しないか試乗して

最終チェックを行ったら全ての作業が完了。懸案

点だったリアの突き上げが随分解消されました。
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I今日岬 】
●7ヾ―米 健価 → S」価格 ′いずれ枷

右リア側のダンパーに付いていたアッパーマウント。このようにつぶれたように

変形し、しかもひび割れていました。写真左が新たに取り付ける新品です。
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謳
リアスタビラ,シュ2節 m 27∞円×2 → 21∞円″
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1%Ю5円X2

10,まЮ円

252Ю円

1“ 348円

リアスタビリンクロッドセット(TAREIT ENG NEFP NG製 )

リアアンパ~マウント 22お 円×2 -
●工質

リアスタ嘲見着十ブノシユ&リンクロット交換

リアアッ′‐マウント交換1薦誨貌 着‐賃込み

●舘 十

※割=スビードジャバン

アンパ~マウントを新品に交換したダン′(―ASSYを ボ

ディヘと組み込みます。J則も同様にダンノ‐ASSY
スプリングコンプレッサーを使ってスプリンクを縮

め、アッパーマウントをタトします。

タンパーASSYを両側ともにボディにしっかり固定

担当SHOP

を取り外し、アンノ‐ マウントを新品に交換します。


